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　　　　第26回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　　　議事次第

日時　　　昭和50年12月ユO日㈱

　　　　　午後2時～4時

場所　　　宇宙開発委員会会諜室

議題　　〔りNロケット2号擬の打上げに係る安全対策につい

　　　　　て（報告）
　　　～ηてう他・
資料

委26一・■　第25回宇宙匪溌委貞会（臨時会講）議事妥旨

委26－2　Nロケット2号機の打上げに係る安全対策につ

　　　　　　いて（報告）
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2・場所
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4・資料

　　　　　　　　　　　　　　　　委2b－14

第25回宇宙開発委員会（臨時会議）

　　　　講　事　要　旨、

　昭和50年ユ2月2日㈹

　午後5時～5時

宇齢醗委員会会議室

　昭和50年度8～9月期におけるロケツ下取び、

　人工衛星の打上げ結果の評価について（報告）

委25一■9第2喚回字宙開発委員会（定例会議）議事要旨

委25・一2　甲和50年度8～9月期におけるロケヅト及び

　　　　　　人工衛星の打上げ結果の評価について（報告1）

委25－3　SESノートK＿茄067

　　　　　　写一10σ一5号機実験報告

委25－4技徽予予理／N・ケγ記号機打上げ及
　　　　　　び迫跡二丁報告書、

　　5・　出席者

　　　　　宇宙臨発委員会委員長代理’

●　　　　”　　委員
　　　　　　　　〃　　　　　　　　　〃

　　　　　　　〃　　　　　　　　一　〃

　　　　説明者　　　　　　　ド．

　　　　　拉術部会第「分科会長．

　　　　蘭係省庁職員等

　　　　　科学技術庁研究調整局長　　，

　　　　　　　〃・　　　〃　　　宇宙開発参事官
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　　　気寒庁総務部長　　　　　　　　　　宇都宮　，　寛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理ゴ高谷）

　　　宇：宙開発事業団　　　　　　　　　　　黒　田　泰　弘

　　事務局

　　　科学技術庁研究二二島宇宙企画課長　　上　島　史　郎

　　　一杉，．・’・宇宙甲麟長嫁由真一他

6・ @旧事要旨　　　・’　｝

　（1）　前回議事要旨にういて

ま第2漁戸雨期委蝕（闘会議）謂要旨が囎され’

　　た。

（2）昭和50鞭8～明期にお噛・ケツ吸ぴ人工鯉の
　　打上げ結果の評価について（報告）

　　　佐貫亦男技術部会第一分科会長かち資料委25－2k基づ

　　いて説萌が行われたのち、『以下の質疑応答が行あれた。

山県3（東大の打上げ実験回して）外乱晒クの問題の解決

　　　はむつかしいのか・。．

佐貫3このような現象は事業団の実験でも起つたことがあり～

　　　新しい実験をやる場合には・．この程度のことは起るもので

　　　また東大での検討にζればこのようなことがありうること

　　　が明らかにされている。　　　．　　　　’

　　吟後外乱榊クについて＋分拷慮をすること力状切であ・

　　　るが～今回の実験は低高度で小型ロケットにより各われた

　　　ものであり・ロケットが大型化し、高い高度になれば、条

　　件は異なつでくる』
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網島：SMRG装置を装着したのが原因でこのように大きな外乱

　　トルクが生じたのか。

佐貫竃原因の1つである。このことは実験後の解析によって裏づ

　　けられている。

網島3SMRc装置を大きくすることによって、ますます外乱ト

　　ルクが大きくな’るのではないか。

佐貫3燃料を増すだけではそのおそれは残る・

　　今後東大はゴロケツ．ト、Mロケットに装備’して実用時の形状

　　で実験を進めてゆくことにしており》今回のようなことは存

　　いと思われる。今後の実験を注目したい。

山県：（パロケツトゴ号機の打上げに脚して）第3段ロケットの

　　性能がよかったということで南つた渾、どういうことか。

佐貫＝ユ号機にしては遠地点が計画値よりもそんなに離れていな

　　い。また、エSPも291秒と高φo
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